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(
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○
青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

(

同

)

…
��

○
青
森
県
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

同

)

…
��

○
青
森
県
立
学
校
職
員
結
核
対
策
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

(

県
立
学
校
課)

…
��

教

育

委

員

会

青
森
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号

青
森
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
二
年
四
月
青
森
県
教
育
委
員

会
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
の
表
県
立
学
校
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
八
条
第
十
八
号
中

｢

大
学
入
学
資
格
検
定
試
験｣

を

｢

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験｣

に
改

め
る
。

第
九
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

(

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
準
備
室)

十
七

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
の
三
第
一
項
中

｢

課｣

の
下
に

｢

及
び
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー｣

を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
四
第
一
項
中

｢

県
立
学
校
課
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
準
備
室｣

の
下
に

｢

、
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
準
備
室｣

を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
五
第
一
項
中

｢

課｣

の
下
に

｢

及
び
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
の
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
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青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号

青
森
県
教
育
委
員
会
の
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
教
育
委
員
会
の
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
二
年
一
月
青
森
県
教
育
委
員

会
規
則
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
五
号
中｢

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長｣

の
下
に｢

、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

次
長｣

を
加
え
、
同
条
第
十
一
号
中

｢

第
七
十
条｣

を

｢

第
百
十
条｣

に
、

｢

第
七
十
一
条｣

を

｢

第
百
十
二
条｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
号
イ
中｢

第
十
五
条
第
一
項｣

を｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

同
条
第
二
項｣

を

｢
同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第

二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

訂
正
等
の
決
定
及
び
当
該
決
定｣

を

｢

訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
決
定｣

に
改
め
、

同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
決
定

に
対
す
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
第
五
号
中

｢

第
七
十
条｣

を

｢

第
百
十
条｣
に
改
め
、
同
項
第
九
号
イ
中

｢

第
十

五
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

同
条
第
二
項｣
を

｢
同
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同

号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢
訂
正
等
の
決
定
及
び
当
該
決

定｣

を

｢

訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨

の
決
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
決
定

に
対
す
る
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
立
学
校
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号

青
森
県
立
学
校
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

青
森
県
立
学
校
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
八
年
七
月

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

二
十
一
万
九
千
円｣

を

｢

二
十
一
万
六
千
円｣

に
、

｢

十
五
万
四
千
円｣

を

｢

十
六
万
八
千
円｣

に
、

｢

二
十
八
万
円｣

を

｢

二
十
七
万
七
千
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

庁

内

一

般

教

育

事

務

所

各

関

係

学

校

非
常
勤
職
員
給
与
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

非
常
勤
職
員
給
与
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

非
常
勤
職
員
給
与
支
給
規
程

(

昭
和
三
十
六
年
八
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
七
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中

｢

六
千
百
四
十
円｣

を

｢

六
千
七
十
円｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
規
定
中

｢

二
千
八
百
三
十
円｣

を

｢

二
千
八
百
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

庁

内

一

般

各

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
所
管
旅
費
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
所
管
旅
費
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
所
管
旅
費
取
扱
規
程

(

昭
和
四
十
三
年
八
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第

十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢
｢

別
表
の
１
中

を

に
、

｢精
算
年
月
日
印
｣

を

｣
｣

｢精
算
年
月
日
｣

に
、

｢

を

｢注
｣

用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡
｣

に
改
め
、

｢
｢

同
表
の
２
中

を

に
、

｣
｣

｢

を

｢注
｣

用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
横
長
と
す
る
｡
｣

に
改
め
、

｢
｢

同
表
の
３
中

を

に
、

｣
｣

｢

を

｢注
｣

用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
青
森
県
教
育
委
員
会
所
管
旅
費
取
扱
規
程
の
別
表
の
規
定
に
よ
り

調
製
し
た
旅
行
命
令
簿
等
の
用
紙
で
現
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号

庁

内

一

般

教

育

事

務

所

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
関
係
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
関
係
職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
関
係
職
員
被
服
貸
与
規
程

(

昭
和
四
十
三
年
六
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令

甲
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
技
能
技
師
の
項
中

｢

を
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注
１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡

２
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

�

注
１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
横
長
と
す
る
｡

注
２
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

�

注
１
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡

２
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

調

理

業

務

汽
か
ん
業
務

警

備

業

務

運

転

業

務

三

角

布

調

理

服

前

掛

ゴ
ム
長
靴

制

帽

用
務
員
服

作

業

服

制

帽

警
備
員
服

運

転

服

作

業

服

二二二一 一二一 一二 二一

二
年

二
年

一
年

一
年

三
年

三
年

一
年

三
年

三
年

三
年

二
年

上
衣
・
ズ
ボ
ン

夏
・
冬
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
型
各
一
組

夏
・
冬
ダ
ブ
ル
型
各
一
組

夏
・
冬
ダ
ブ
ル
型
各
一
組



( )

｣

｢

に
改
め
、

｣

同
表
技
能
主
事
の
項
中

｢

を
｣

｢

に
改
め
、

｣

同
表
栄
養
士
の
項
中

｢

二
年｣

を

｢

一
年｣

に
改
め
、
同
表
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

別
表
第
二
教
育
政
策
課
の
項
中

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
五
号

庁

内

一

般

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
専
決
代
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
専
決
代
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
専
決
代
決
規
程(

昭
和
三
十
七
年
四
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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農

事

業

務

作

業

服

地
下
タ
ビ

ゴ
ム
長
靴

二二一

二
年

一
年

一
年

農

事

業

務

調

理

業

務

運

転

業

務

警

備

業

務

汽
か
ん
業
務

作

業

服

ゴ
ム
長
靴

三

角

布

調

理

服

前

掛

ゴ
ム
長
靴

作

業

服

一一 二二二一 一

一
年

一
年

二
年

二
年

一
年

一
年

一
年

上
衣
・
ズ
ボ
ン

労
務
業
務

学
校
用

務
業
務

女
子

男
子

用
務
員
服

作

業

服

制

帽

用
務
員
服

作

業

服

二一 一二一

三
年

二
年

三
年

三
年

二
年

夏
・
冬
ツ
ー
ピ
ー
ス
型
各
一
組

夏
・
冬
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
型
各
一
組

学
校
用
務
業
務

作

業

服

一

一
年

衛
生
看
護
科
の
病

院
実
習
を
担
当
す

る
教
諭

看

護

帽

看

護

衣

予

防

衣

靴

下

ズ

ッ

ク

一一一二一

二
年

二
年

二
年

一
年

二
年

看
護
科
の
病
院
実

習
を
担
当
す
る
教

諭

看

護

帽

看

護

衣

予

防

衣

ズ

ッ

ク

一一一一

二
年

二
年

二
年

二
年

乗
用
自
動
車
整
備
用

ゴ

ム

長

靴

一
年

乗
用
自
動
車
整
備
用

災
害
地
の
調
査
用

ゴ

ム

長

靴

作
業
服
上
・
下

雨

合

羽

防

寒

服

ゴ

ム

長

靴

一
年

二
年

二
年

二
年

一
年



( )

第
二
条
第
二
項
中

｢

県
立
学
校
課
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
準
備
室
長｣

の
下
に

｢

、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
課
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
準
備
室
長｣

を
加
え
る
。

別
表
第
一
各
課
共
通
の
項
教
育
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
二
号
中

｢

第
十
二
条
第
九
号｣

を

｢

第
十

二
条
第
一
項
第
九
号｣

に
改
め
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
四
号
中

｢

第
五
号
ま
で｣

の
下
に

｢

及
び
第
八
号(

家
族
等
の
看
護
に
係
る
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。)

｣

を
加
え
、
同
欄
第
七
号
中

｢

収
入
命
令｣

を

｢

収
入
通
知｣

に
改
め
、
同
欄
第
二
十
二
号
イ
中

｢

第
十
五
条
第
一
項｣
を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、｢

個
人
情
報｣

を

｢

保
有
個
人
情
報｣

に
、

｢

及
び
同
条
第
二
項｣
を

｢
(

第
二
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。)

及
び
同
条
第
三

項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中

｢
第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報

の
訂
正
等
の
決
定｣

を

｢

保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
に
関
す
る
こ

と
。

別
表
第
一
職
員
福
利
課
の
項
教
育
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
二
号
中

｢

第
八
号｣

の
下
に

｢
(

家
族

等
の
看
護
に
係
る
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。)

｣

を
加
え
、
同
表
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
の
項
教
育
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
及
び
同
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
イ
中

｢

第
五
条
第
二
項｣

を

｢

第
五
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
ホ
を
削
り
、
同
号
ヘ
を
ホ
と
し
、
同
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
の
協
議
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
の
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
二
号
ニ
中

｢

第
十
一
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
欄
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

十
一

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令

(

平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六

十
九
号)

第
四
条
に
規
定
す
る
給
付
金
の
支
払
の
請
求
及
び
そ
の
支
払
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
一
文
化
財
保
護
課
の
項
教
育
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
中

｢

第
八
十
条｣

を

｢

第
百
二

十
五
条｣

に
改
め
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
五
号
中｢

第
五
十
八
条
の
二｣

を｢

第
九
十
九
条｣

に
改
め
、
同
欄
第
六
号
中

｢

第
五
十
九
条
第
二
項｣

を

｢

第
百
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
欄
第
七
号

中｢

第
六
十
一
条｣

を｢

第
百
二
条｣

に
改
め
、
同
欄
第
八
号
中｢

第
六
十
二
条｣

を｢

第
百
三
条｣

に
改
め
、
同
欄
第
九
号
中

｢

第
六
十
三
条
の
二｣

を

｢

第
百
五
条｣

に
改
め
、
同
欄
第
十
号
中

｢

第

六
十
四
条
の
二｣

を

｢

第
百
七
条｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
所
長
専
決
事
項
の
欄
第
三
号
中｢

第
十
二
条
第
九
号｣

を｢

第
十
二
条
第
一
項
第
九
号｣

に
改
め
、
同
欄
第
五
号
中

｢

第
五
号
ま
で｣

の
下
に

｢

及
び
第
八
号

(

家
族
等
の
看
護
に
係
る
職
務

に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。)

｣

を
加
え
、
同
欄
第
十
七
号
イ
中

｢

第
十
五

条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報｣

を

｢

保
有
個
人
情
報｣

に
、

｢

及
び
同

条
第
二
項｣

を

｢
(

第
二
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。)

及
び
同
条
第
三
項｣

に
改

め
、
同
号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報
の
訂
正
等

の
決
定｣

を

｢

保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個

人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
に
関
す
る
こ

と
。

別
表
第
三
の
二
所
長
専
決
事
項
の
欄
第
三
号
中

｢

第
十
二
条
第
九
号｣

を

｢

第
十
二
条
第
一
項
第

九
号｣

に
改
め
、
同
欄
第
五
号
中

｢

第
五
号
ま
で｣

の
下
に

｢

及
び
第
八
号

(

家
族
等
の
看
護
に
係

る
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。)

｣

を
加
え
、
同
欄
第
十
四
号
イ
中

｢

第
十
五
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報｣

を

｢

保
有
個
人
情
報｣

に
、

｢

及
び
同
条
第
二
項｣

を

｢
(

第
二
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。)

及
び
同
条
第
三

項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報

の
訂
正
等
の
決
定｣

を

｢

保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
に
関
す
る
こ

と
。

別
表
第
四
教
育
機
関
共
通
の
項
第
三
号
中｢

第
十
二
条
第
九
号｣

を｢

第
十
二
条
第
一
項
第
九
号｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

｢

第
五
号
ま
で｣

の
下
に

｢

及
び
第
八
号

(

家
族
等
の
看
護
に
係
る
職
務

に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。)

｣

を
加
え
、
同
項
第
十
三
号
イ
中

｢

第
十
五

条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報｣

を

｢

保
有
個
人
情
報｣

に
、

｢

及
び
同

条
第
二
項｣

を

｢
(

第
二
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。)

及
び
同
条
第
三
項｣

に
改

め
、
同
号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報
の
訂
正
等

の
決
定｣
を

｢
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個

人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
に
関
す
る
こ

と
。
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別
表
第
六
第
二
号
中

｢

収
入
命
令｣

を

｢

収
入
通
知｣

に
改
め
る
。

別
表
第
七
第
四
号
中

｢
(

平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号)

｣

を
削
り
、
同
表
第
七
号
イ
中

｢
第
十
五
条
第
一
項｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報｣

を

｢

保
有
個
人
情
報｣

に
、

｢

及
び
同
条
第
二
項｣

を

｢
(

第
二
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。)

及
び
同
条
第
三

項｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中

｢

第
二
十
四
条
第
一
項｣

を

｢

第
二
十
九
条
第
一
項｣

に
、

｢

個
人
情
報

の
訂
正
等
の
決
定｣
を

｢

保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
す
る
旨
の
決
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
保
有
個
人
情
報
の
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定｣

に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
す
る
旨
の
決
定
及
び

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
に
関
す
る
こ

と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
六
号

庁

内

一

般

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
文
書
取
扱
規
程

(

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十

二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
�
青
森
戸
山
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
の
�
五
所
川
原
東
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

｢

別
表
第
一
の
�
中

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
の
�
鶴
田
高
等
学
校
の
項
の
次
に

｣

次
の
よ
う
に
加
え
る
。｢

別
表
第
一
の
�
中

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
の
�
三
本
木
高
等
学
校
の
項
の
次

｣

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
の
�
七
戸
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

｢

青 森 県 報平成17年３月30日 水曜日 号外第36号 6

浪
岡
高
等
学
校

浪
高

金
木
高
等
学
校

金
高

中
里
高
等
学
校

金
木
高
等
学
校

板
柳
高
等
学
校

中
高

金
高

板
高

板
柳
高
等
学
校

板
高

中
里
高
等
学
校

中
高

浪
岡
高
等
学
校

尾
上
総
合
高
等
学
校

浪
高

尾
総
高

尾
上
総
合
高
等
学
校

尾
総
高

十
和
田
西
高
等
学
校

十
西
高

八
甲
田
高
等
学
校

八
甲
高

十
和
田
西
高
等
学
校

十
西
高



( )

別
表
第
一
の
�
中

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
の
�
八
戸
中
央
高
等
学
校
の
項
の

｣

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

｢

別
表
第
一
の
�
中

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
の
�
青
森
第
二
高
等
養
護
学
校
の

｣

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

｢

別
表
第
一
の
�
中

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
七
号

庁

内

一

般

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程(

昭
和
三
十
七
年
七
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中

｢

前
三
項｣

を

｢

前
各
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
又
は
介
護
を
行
う
た
め
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

及
び
人
事
委
員
会
規
則
一
三－

八

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

の
規
定
に
よ
る
早
出
遅
出
勤
務
を
す
る
職
員
の
勤
務
時

間
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

二

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

第
四
条
の
二
の
見
出
し
中

｢

職
員
の｣

の
下
に

｢

早
出
遅
出
勤
務
並
び
に｣

を
加
え
、
同
条
中

｢
(

平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号)

｣

及
び｢

(

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇)

｣

を
削
り
、

｢

規
定
に
よ
る｣

の
下
に

｢

早
出
遅
出
勤
務
又
は｣

を
加
え
る
。

第
七
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(
修
学
部
分
休
業)

第
七
条
の
三

職
員
は
、
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
七
年
三
月
青
森
県
条
例

第
一
号)
第
二
条
第
二
項
の
教
育
施
設
に
お
け
る
修
学
の
た
め
、
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
修
学
部
分
休
業
承
認
申
請
書

(

第
二
号
様
式
の
六)

に
よ
り
教
育
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

修
学
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
当
該
修
学
部
分
休
業
の
承
認
に
係
る
教
育
施
設
を
退
学

し
、
休
学
し
、
又
は
そ
の
授
業
を
欠
席
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
修
学
状
況
変
更
等

青 森 県 報平成17年３月30日 水曜日 号外第36号7

八
甲
田
高
等
学
校

六
戸
高
等
学
校

八
甲
高

六
戸
高

六
戸
高
等
学
校

六
戸
高

南
郷
高
等
学
校

南
高

南
郷
高
等
学
校

田
子
高
等
学
校

南
高

田
子
高

田
子
高
等
学
校

田
子
高

浪
岡
養
護
学
校

浪
養

浪
岡
養
護
学
校

黒
石
養
護
学
校

浪
養

黒
養

黒
石
養
護
学
校

黒
養



(
) 届 ( 第 二 号 様 式 の 七 ) に よ り 教 育 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

( 高 齢 者 部 分 休 業 )
第 七 条 の 四 職 員 は 、 法 第 二 十 六 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ る 高 齢 者 部 分 休 業 の 承 認 を

受 け よ う と す る と き は 、 高 齢 者 部 分 休 業 承 認 申 請 書 ( 第 二 号 様 式 の 八 ) に よ り 教 育

長 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。

第 一 号 様 式 及 び 第 二 号 様 式 中 ｢教育長○○○○殿｣ を ｢教育長 殿｣ に 改 め る 。

第 二 号 様 式 の 四 中 ｢取り消された｣ を ｢取り消す｣ に 改 め る 。

第 二 号 様 式 の 五 の 次 に 次 の 三 様 式 を 加 え る 。

青
森
県
報

平
成
17
年
３
月
30
日
水
曜
日

号
外
第
36
号

8
第２号様式の６ (第７条の３関係)
(表)

年 月 日
青森県教育委員会教育長 殿

所 属
職氏名

修 学 部 分 休 業 承 認 申 請 書
下記のとおり修学部分休業の承認を申請します｡

記

注 １ 申請に係る教育施設の入学を証明する書類 (合格通知､ 教育施設が発行する入学
証明書等｡ 写しでも可) を添付し､ 後日､ 在学証明書及びカリキュラム予定表 (写
しでも可) を提出すること｡
２ 修学内容等欄には､ 修学内容及び修学によりどのような公務に関する能力の向上
を考えているか記入すること｡
３ 申請時間欄には､ 申請期間の全期間又は確定している期間について記入すること｡
４ 年間を通じて申請する場合において､ 夏休み等の休校期間等修学部分休業を取得
する必要がない期間がある場合は､ その旨及び期間を備考欄に記入すること｡
５ 修学部分休業の承認の取消しを申請する場合は､ 裏面に記入すること｡
６ 用紙の大きさは､ 日本工業規格Ａ４縦長とする｡

１ 教育施設名 ２ 通学時間
(職場～教育施設)

時間 分

３ 修学内容等

４ 申 請 期 間 年 月 日から 年 月 日まで
５ 申 請 時 間 年 月 日から 年 月 日まで

毎日 時 分から 時 分まで 水 時 分から 時 分まで
月 時 分から 時 分まで 木 時 分から 時 分まで
火 時 分から 時 分まで 金 時 分から 時 分まで

年 月 日から 年 月 日まで
毎日 時 分から 時 分まで 水 時 分から 時 分まで
月 時 分から 時 分まで 木 時 分から 時 分まで
火 時 分から 時 分まで 金 時 分から 時 分まで

年 月 日から 年 月 日まで
毎日 時 分から 時 分まで 水 時 分から 時 分まで
月 時 分から 時 分まで 木 時 分から 時 分まで
火 時 分から 時 分まで 金 時 分から 時 分まで

年 月 日から 年 月 日まで
毎日 時 分から 時 分まで 水 時 分から 時 分まで
月 時 分から 時 分まで 木 時 分から 時 分まで
火 時 分から 時 分まで 金 時 分から 時 分まで

６ 備 考



(
)

青
森
県
報

平
成
17
年
３
月
30
日
水
曜
日

号
外
第
36
号

9
(裏)

確認の印 月
／
日

休業の承認を取り消す時間
時間数 申請者

の印 備 考
午 前 午 後

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

／ 時 分から
時 分まで

時 分から
時 分まで

時間
分

第２号様式の７ (第７条の３関係)
年 月 日

青森県教育委員会教育長 殿

所 属
職氏名

修 学 状 況 変 更 等 届

下記のとおり修学部分休業に係る修学の状況について (変更が生じたので)､ 届け出ます｡

記

１ 届出の事由

□ 修学部分休業の承認に係る教育施設を退学した

□ 修学部分休業の承認に係る教育施設を休学した

� 理由： �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□ 修学部分休業の承認に係る教育施設の授業を欠席した

� 理由： �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

２ 届出の事由が発生した日

年 月 日

注 用紙の大きさは､ 日本工業規格Ａ４縦長とする｡



( )

第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
中

｢教
育
長
○
○
○
○
殿
｣

を

｢教
育
長
殿
｣

に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
中

｢教
育
長
○
○
○
殿
｣

を

｢教
育
長
殿
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
で
現
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
当
分

の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
八
号

庁

内

一

般

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
事
務
委
任
規
程

(

昭
和
四
十
八
年
九
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲

第
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
六
号
中

｢

並
び
に
給
付
金
の
支
払
の
請
求
及
び
そ
の
支
払｣

を
削
る
。

第
四
条
第
三
号
中

｢

収
入
命
令｣

を

｢

収
入
通
知｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九
号

庁

内

一

般

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を

青 森 県 報平成17年３月30日 水曜日 号外第36号 10
第
２
号
様
式
の
８
(第
７
条
の
４
関
係
)

年
月

日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長
殿

所
属

職
氏
名

高
齢
者
部
分
休
業
承
認
申
請
書

下
記
の
と
お
り
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
申
請
し
ま
す
｡

記

注
１
高
齢
者
部
分
休
業
の
時
間
の
延
長
の
承
認
を
申
請
す
る
場
合
は
､
申
請
時
間
の
合
計
が
承
認
を

受
け
て
い
る
時
間
以
上
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
｡

２
該
当
す
る
□
に
は
､
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と
｡

３
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡

１
申
請
の
内
容

□
高
齢
者
部
分
休
業

□
高
齢
者
部
分
休
業
の
時
間
の
延
長

２
申
請
期
間

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

(当
該
職
員
の
定
年
退
職
日
)

３
申
請
時
間

毎日
時

分
か
ら

時
分
ま
で

水
時

分
か
ら

時
分
ま
で

月
時

分
か
ら

時
分
ま
で

木
時

分
か
ら

時
分
ま
で

火
時

分
か
ら

時
分
ま
で

金
時

分
か
ら

時
分
ま
で

申
請
時
間
の
合
計

時
間

４
申
請
の
理
由

５
備

考



( )

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

青
森
県
教
育
委
員
会
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程

(

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
青

森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
号
中

｢

、
第
八
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
十
八
条｣

を

｢

及
び
第
八
条
か
ら

第
十
八
条
ま
で｣

に
改
め
る
。

別
表
中

｢
｢

を

に
、

｣
｣

｢
を

｣

｢

に
、

｣
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一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

(

勤
務
時

間
が
正
職
員
の
例

に
よ
ら
な
い
職
員

に
あ
つ
て
は
、
一

日
又
は
一
時
間)

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

女
子
職
員
が
生
後

満
一
年
六
月
に
達

し
な
い
生
児
を
育

て
る
場
合
又
は
男

子
職
員
が
生
後
満

一
年
六
月
に
達
し

な
い
生
児
を
育
て

る
場
合

(

当
該
職

員
の
妻

(

届
出
を

し
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者

を
含
む
。)

が
当

該
生
児
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
場

合
を
除
く
。)

に

与
え
ら
れ
る
休
暇

職
員
が
結
婚
す
る

場
合
に
与
え
ら
れ

る
休
暇

人
事
委
員
会
規
則
一

三－

八

(

職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇)

の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
例
に
よ

る
。

六
十
分

女
子
職
員
が
生
理

日
に
お
い
て
勤
務

す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
場

合
に
与
え
ら
れ
る

休
暇

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

(

勤
務
時

間
が
正
職
員
の
例

に
よ
ら
な
い
職
員

に
あ
つ
て
は
、
一

日
又
は
一
時
間)

生
理
日
に
お
い
て

勤
務
す
る
こ
と
が

著
し
く
困
難
で
あ

る
女
性
職
員
が
申

し
出
た
場
合
に
与

え
ら
れ
る
休
暇

生
後
満
一
年
六
月

に
達
し
な
い
子
を

育
て
る
た
め
女
性

職
員
が
申
し
出
た

場
合
又
は
男
性
職

員
が
生
後
満
一
年

六
月
に
達
し
な
い

子
を
育
て
る
場
合

(

当
該
職
員
の
妻

(

届
出
を
し
な
い

が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
者
を
含
む

。)

が
当
該
子
を

育
て
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
を
除
く

。)

に
与
え
ら
れ

る
休
暇

女
性
職
員
が
出
産

し
た
場
合
に
与
え

ら
れ
る
休
暇

八
週
間

(

多
胎
妊

娠
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
十
四
週
間)

以
内
に
出
産
す
る

予
定
で
あ
る
女
性

職
員
が
申
し
出
た

場
合
に
与
え
ら
れ

る
休
暇

職
員
が
結
婚
す
る

場
合
に
与
え
ら
れ

る
休
暇

人
事
委
員
会
規
則
一

三－

八

(

職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇)

の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
例
に
よ

る
。

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

六
十
分



( )
｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
改
め
、
同
表
の
備
考
一
中
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職
員
が
親
族
の
喪

に
服
す
る
場
合
に

与
え
ら
れ
る
休
暇

小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で

の
子

(

配
偶
者
の

子
を
含
む
。)

を

養
育
す
る
職
員
が
、

そ
の
子
の
看
護

(

負
傷
し
、
又
は

疾
病
に
か
か
つ
た

そ
の
子
の
世
話
を

行
う
こ
と
を
い
う

。)

の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相

当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
与

え
ら
れ
る
休
暇

人
事
委
員
会
規
則
一

三－

八

(

職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇)

の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
例
に
よ

る
。

五
日
に
当
該
任
用
期

間
の
月
数
を
乗
じ
、

十
二
で
除
し
て
得
た

日
数

(

勤
務
時
間
が

正
職
員
の
例
に
よ
ら

な
い
職
員
に
あ
つ
て

は
、
四
十
時
間
に
当

該
職
員
の
一
週
間
当

た
り
の
勤
務
時
間

(

当
該
勤
務
時
間
に

一
時
間
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
こ
れ
を
切
り

上
げ
た
時
間)

を
四

十
時
間
で
除
し
て
得

た
数
を
乗
じ
て
得
た

時
間
数
に
当
該
任
用

期
間
の
月
数
を
乗
じ
、

十
二
で
除
し
て
得
た

時
間
数)

(

一
日
又

は
一
時
間
未
満
の
端

数
は
、
切
り
捨
て
る

。)

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

(

勤
務
時

間
が
正
職
員
の
例

に
よ
ら
な
い
職
員

に
あ
つ
て
は
、
一

日
又
は
一
時
間)

職
員
が
親
族
の
喪

に
服
す
る
場
合
に

与
え
ら
れ
る
休
暇

小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で

の
子

(

配
偶
者
の

子
を
含
む
。)

を

養
育
す
る
職
員
が
、

そ
の
子
の
看
護

(

負
傷
し
、
又
は

疾
病
に
か
か
つ
た

そ
の
子
の
世
話
を

行
う
こ
と
を
い
う

。)

の
た
め
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相

当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
与

え
ら
れ
る
休
暇

人
事
委
員
会
規
則
一

三－

八

(

職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇)

の
適
用
を
受

け
る
職
員
の
例
に
よ

る
。

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

職
員
の
保
護
す
る

乳
幼
児
が
母
子
保

健
法

(

昭
和
四
十

年
法
律
第
百
四
十

一
号)

第
十
二
条

若
し
く
は
第
十
三

条
に
規
定
す
る
健

康
診
査
、
学
校
保

健
法

(

昭
和
三
十

三
年
法
律
第
五
十

六
号)

第
四
条
に

規
定
す
る
健
康
診

断
又
は
予
防
接
種

法

(

昭
和
二
十
三

年
法
律
第
六
十
八

号)

第
三
条
第
一

項
若
し
く
は
結
核

予
防
法

(

昭
和
二

十
六
年
法
律
第
九

十
六
号)

第
十
三

条
第
四
項
に
規
定

す
る
予
防
接
種
を

受
け
る
場
合
で
、

当
該
職
員
の
介
助

が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
と
き
に
与
え

ら
れ
る
休
暇

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間

(

勤
務
時

間
が
正
職
員
の
例

に
よ
ら
な
い
職
員

に
あ
つ
て
は
、
一

日
又
は
一
時
間)

職
員
の
保
護
す
る

乳
幼
児
が
母
子
保

健
法

(

昭
和
四
十

年
法
律
第
百
四
十

一
号)

第
十
二
条

若
し
く
は
第
十
三

条
に
規
定
す
る
健

康
診
査
、
学
校
保

健
法

(

昭
和
三
十

三
年
法
律
第
五
十

六
号)

第
四
条
に

規
定
す
る
健
康
診

断
又
は
予
防
接
種

法
(

昭
和
二
十
三

年
法
律
第
六
十
八

号)
第
三
条
第
一

項
若
し
く
は
結
核

予
防
法

(
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
九

十
六
号)

第
十
三

条
に
規
定
す
る
予

防
接
種
を
受
け
る

場
合
で
、
当
該
職

員
の
介
助
が
必
要

一
日
、
半
日
又
は

一
時
間



( )

｣

｢

場
合
に
与
え
ら
れ
る
休
暇｣

の
下
に

｢
(

以
下

｢

子
の
看
護
休
暇｣

と
い
う
。)

｣

を
加
え
、
同

備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四

期
限
付
臨
時
職
員

(

十
五
日
未
満
の
職
員
を
除
く
。)

及
び
育
児
休
業
代
替
臨
時
職
員
の
う

ち
勤
務
時
間
が
正
職
員
の
例
に
よ
ら
な
い
職
員
が
子
の
看
護
休
暇
を
使
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、

一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
す
べ
て
を
勤
務
し
な
か
つ
た
と
き
又
は
一
回
の
勤

務
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
う
ち
、
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
以
上
の
時
間
を
勤
務
し
な

か
つ
た
と
き
は
、
子
の
看
護
休
暇
を
一
日
使
用
し
た
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
号

各

県

立

学

校

青
森
県
立
学
校
職
員
結
核
対
策
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

花

田

隆

則

青
森
県
立
学
校
職
員
結
核
対
策
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

青
森
県
立
学
校
職
員
結
核
対
策
規
程(

昭
和
二
十
九
年
十
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
六
号)

は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
表
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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と
認
め
ら
れ
る
と

き
に
与
え
ら
れ
る

休
暇



( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行
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